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A CASE OF MECONIUM ILEUS 
by 
Hmosm KAoow AKI YosHIRO HAMAN AKA 
KivosHI Mnsuvosm Yozo IWAMOTO 
T AMOTSU ASAKURA 
From the Department of汚mger＇.・ OsakaCity University Medical School 
and 
SusuMu Dm 
From the Deportment of Surgery, Osaka City University Graduate School 
P. T., a boy, 2 days of age, entered the hospital with main complaints of bile-
stained vomiting, abdominal distention and absence of stool. 
Plain abdominal x-ray film disclosed bead-like mottled shadow in the ileocecal region. 
A diagnosis of meconium ileus was made, and an emergency laparotomy was performed 
under general anesthesia. 
The terminal ileum was filled with patty-like meconium and at the same time 
meconium-volvulus of the ileum in a counterclockwise fashion was revealed. A double 
ileostomy was performed, and pancreatic enzyme and hydrogen peroxide were instilled 
into the distal loop of the intestine through the ileostomy stoma postoperatively. But, 
the patient died of peritonitis on the 13th postoperative day. 









































































写真2 H. E. （×400) 










をなしている fibrocysticdisease of the pancreasに関
する知見が必要である． この意味から， まず， fibro-
cystic disease of the pancreasについて考察を加え，し
かるのちに胎便性イレウスについても言及してみたい
と考える．
I. Fibrocystic disease of the pancreas 
Nelson によれば，本症は，古典的には palebulky 
offensive stools, abdominal d目tention,wasting, stunting 
of growth, severe anemia, vitamin & mineral deficiencies 
などの症状を示す 1群のいわゆる celiacsyndromeと
総称されていた疾患群のなかから， Andersen( 1938) 
を主とする Columbia学派により， lつの独立疾患と
して分離されたものである．

























米国では本症研究のために NationalCystic Fibrosis 
Research Foundationが設けられp ここから配布され
た小冊子には，本症は ＂ageneralized di陪orderof unk-






































よるとp 勝の組織学的所見はつぎのように要約され みるようになり p 体重の増加が遅れp 腹部は膨満し
る． てP しはしば直腸脱を合併する．
a, inspissa ti on of secretion 2 呼吸器症状
b. dilatation of the ducts 生後，間もなくから気道感染の症状が発生しp すで
リtr<1ph1 of the acini にのベたような病理解剖学的変化にしたがって各種の
d. interstitial fibrosis or lipornatosis 病像を呈する．患者の予後を大きく左右するものはp
e. intけにtLangerhans’i,l目、 この気道感染の程度であるといわれている．
2. 肺，＇，＼管 p細気管支は拡張しp 細気管支壁の肥 3. 電解質喪失症状
！叫， bronchiolectaticabsce田，気管支肺炎を認め，住所 汗中への電解質喪失が大雪いために，患児は高温環
に気腫と無気肺部が混在すニユ また，長期生存例では 境に弱し発汗が著るしいばあいには heatprostration 
肺線維症がみられる． と呼ばれる症状を示す．すなわちp 蒼白となり，冷汗
3 肝：肝内胆管はエオジン好性物質のために閉鎖 を流し，恒吐p 発熱，意識障害を伴ってくる．欧トで
されて屋大し， 20%において肝硬変による門脈圧冗進 はp 母親が goodnight kiss をするさいにp 子供の汗
症がみられ，黄痘の合併も知られている． の田ltyLi'!ぞに気ついて本症が発見される例があると
4 平占液膿唾液腺，食道p 十二指腸，空腸，胆嚢 いう．
などの粘液腺は濃厚な物質のため閉塞され，腺小業
腔y 排f世管の拡大がみられる．
5. 汗腺：汗は高濃度の Cl.Na, Kを含み， I唾液p
涙にも高濃度の Cl，λ二iを含むがp Kは正常である．
6. 心・右心は肥大し， corpulrnonaleの形をとる．



























勝酵素欠如の証明には，卜二Ji'f・i. )1伐を~＇.Jl-,c し t1yp>lll
lipase, amylase, earl〕什xypeptidase を定量するわけで
あるがp 本症ではp これらすべての酵素が減少また



















Darling, di Sant' :'l.gnヒ可 I!953）により， t土じめて
本症患者の汗の電解質異常が発見さjL，これが専ら診
断に利用されているわけである．
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Schwachman によれば， 今日でも本症にみられる








たといい， Chloride60mE/L, Sodium 70mEq/L以上
であればp 本症と診断しうるという．汗の電解質の測
定方法としてはp screening testに用いられる Knights
の方法がある．これには silverchromate を塗布した
赤い testpaperを用意しP hand printsをとるものでP
汗の Chloピideの量に応じて testpaperが白色にかわ
る．また， Schwachmanらにより考按された plasticbag 
法もあるが，本法では汗の採集に時間がかかり，時に
は heatstrokeのため死亡した例もある．それで今日









Darmverschlu出 durcheingedicktes Meconiumとしてl;: 


























achylia pancreatica，②肺感染症p ③電解質喪失の 3者 家族歴中p 同胞のなかに先天性腸閉塞または muco・
に対して，保存療法をつづけねばならない．保存療法 viscidosisの患児がいなかったかどうかをきくことが
の詳細は省略するがp 古味らによれば， 1962年現在に 非常に大切であり，これのみで，イレウス症状の出る
おける本症の平均生存年数は 8才といわれp 将来は19 前に，本症の発生する可能性を推定できる．
才にまで延長しうると推定されている． 本症も他の先天性腸閉塞と同じく p 生後l～2日を
E 胎便・｜をイレウス・ 経て，腹部膨満と唱吐とではじまる．膨満した腹部の
吉岡によれば，本症は Landsteiner( 1905）により， 触診により，右下腹部に firmma田を触れたはあし、に
表 1 Diagnosis of“fihn川、ticd1、白噌 ofthe pancreas'・ 
Pancr田ti仁 Pulmonary Abnormal Family 
insufficiency Path• 小，g\ b、veat hH< IiI 
' 
Steatorrhea, Obstruct、，ivぞ Salt Sibilings "'ith 
malnutrition emphysema, depletion in Fi broりはic
Du ode↓ nal 
chrome hot weather disease of the 
bronchnopeumonia ＋ pa nu巴i'
assay Sweat test 







beadlike mottled, granular, or marble shadow と形容 をこの痩孔から注入する．ま7こI I千｛I
される radiopa仁iueな陰影を右下腹部にみることがあげ じ液を注入する. 24～48時間後， 胎便治：完全に排出さ
















2) Re，町tionof the obstructing 日gmentof smal 





3) L＜泊p ile川 tomy with P<>'tけperative irrigation 














5) Resection, l~oux-en－可；＇＂＂ ＇ t ＇】 111＜刷、 and i＜・｛吋リ11、







il. Meconium plug syndrome 
胎便性イレウスと臨床上まぎらわしい疾患として，
meconium plug syndrome なる ものがある．この症候
群はp f ibrocystic disease of the p川口問、あるし、は
neonatal Hirschsprung’s diseaseとは無関係にp たんに
胎便が異常に濃縮され，固くなるために，その排池が
障害され，その結果，腸閉塞症状をおこしてくるもの







2例ではp 過酸化水素水 （3 % H,U，と生理的食塩水
とを 1 3の割合に混じたもの）の注腸が必要であっ
たといい， l例では開腹して人工紅門を造設したがp
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